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ごあいさつ  

　株主の皆様には、ますますご清栄のこととお喜び申しあげます。 

　ここに第５４期の中間事業報告書をお届けするにあたり、一言ご挨

拶申しあげます。 

　当中間期のわが国経済は、好調な企業業績を背景に設備投資が

順調に増加し個人消費も底堅く推移いたしました。こうした経済・物価

情勢が着実に改善していることから日本銀行は７月にゼロ金利政策の

解除に踏み切り、国内経済は安定成長を目指して歩み始めました。 

　住宅業界におきましては、金利先高感から新設住宅着工戸数は

堅調に推移いたしましたが、インドネシア政府の原木違法伐採規制の

強化により合板を始めとした輸入原材料価格の高騰が続き、製品

価格への転嫁を図らざるを得ない厳しい状況となりました。 

　このような状況下、当社は、東南アジアにおける原材料の安定購入

と購入価格の低減に努めるとともに、製品の品質安定と原材料の

見直しによるコストダウンに取り組みました。 

　一方、販売面におきましては、オリジナル製品の和室創造ボックス

「キャブロック」、可動間仕切り収納「ウォールゼットムーブⅡ」、アルミ製

オープン階段「ルミスト」などの新製品拡販に努めました。 

　しかし、輸入原材料価格の高騰が予想以上に大きく、やむをえず

製品価格への転嫁をお得意先へお願いしておりますが、競合他社との

競争激化の中での製品の値上げのため厳しい状況で推移いたしました。 

　景気は、緩やかな拡大傾向が続くと思われますが、原材料価格の

上昇による企業収益の圧迫から経営環境は予断を許さない状況が

続いていくと思われます。 

　当社グループといたしましては、経営環境の変化に迅速に対応

するとともに、企業の社会的責任を全うし、適正で効率的な経営を

進めていくため、コーポレート・ガバナンス（企業統治）の強化に努めて

まいります。 

　株主の皆様におかれましては、なにとぞ一層のご支援、ご鞭撻を

賜りますようお願い申しあげます。 

平成１８年１２月 

代表取締役社長 
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美しさに富み、 

心やすらぐ 

快適な住環境をつくる 

「木」の再現を 

求めつづけます。 

企業理念 
独自の技術と誠意をもったサービスでお客様

の期待に応え、企業を取り巻く多様なステーク

ホルダー（ユーザー、株主、従業員、取引先、地

域社会などの利害関係者）との良好な関係を

構築し、企業と社会の継続的発展を目指します。 
 

経営方針 
お客様が安心できる「ものづくり」をモットーに

時代と共に変化する環境に素早く対応できる

経営を維持して、安定成長を目指します。 
 

経営戦略 
堅実なる財務体質を基盤に海外生産・国内生

産・物流・営業・商品開発が一体となったクオリ

ティの高い経営を実行していきます。 
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コーポレート・ガバナンス体制 

品質保証 
統括グループ 

品質保証部門 

商品開発 
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志度工場生産 
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管理部門 

関連商品 
統括グループ 

海外事業 
統括グループ 

生産技術 
統括グループ 

営　　業 
統括グループ 

営業推進 
統括グループ 

総　　務 
統括グループ 

会計グループ 
経　　理 
統括グループ 

不動産管理 
統括グループ 

テクノ営業 
統括グループ 

物　　流 
統括グループ 

品質保証グループ 

商品開発グループ 

設備保全グループ 

天井材生産グループ 

収納材生産グループ 

床材生産グループ 

購買管理グループ 

北海道・東北営業グループ 

関東営業グループ 

販売支援グループ 

営業企画グループ 

中部東海営業グループ 

近畿営業グループ 

中国営業グループ 

四国営業グループ 

九州営業グループ 

特需営業グループ 

北陸営業グループ 

木材製品販売グループ 

営業管理グループ 

生産管理グループ 

総務グループ 

関連商品グループ 

海外資材グループ 

テクノ営業グループ 

配送グループ 

不動産管理グループ 

生産技術グループ 

人事労務グループ 

経営管理グループ 

財務グループ 

選任 

選任 

選任 

監査 

監査 

監査 

監査 

監査 

監査 
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　当中間期のわが国経済は、企業業績の改善
により設備投資が増加し個人消費も底堅く推移
いたしました。また、原油価格の高騰による影響
が出始めましたが、景気は緩やかな回復基調を
続けました。 
　こうしたなかで、新設住宅着工戸数は、金利
先高感と景気の回復により、前年同期を上回る
３.８％増の６６４千戸となりました。 
　このような状況下、当社グループでは、木材
関連事業、電線関連事業等ともに企業目標達
成に向けた活動を展開いたしました。木材関連
事業におきましては、収納材製品を中心に拡販し、
アルミ製オープン階段「ルミスト」などの新規販売
先開拓を推進いたしました。また、製品の在庫
拠点を北海道、東北、関東地区に配備し、納期
の短縮と物流体制の向上を図りました。しかし、
輸入原材料価格の高騰が収益を圧迫し製品価格
への転嫁を余儀なくされ、同業他社との競争激化
の中、製品の値上げに踏み切りましたが収益回復
までには至りませんでした。 
　一方、電線関連事業等につきましては、回復
傾向にある企業の設備投資に向けて、地域密着
型の積極的な営業活動を展開することにより
受注の獲得に努めました。 
　以上の結果、連結業績は、売上高７０億７５
百万円（前年同期比８.１％増）、営業利益３億
１５百万円（同２１.１％減）、経常利益５億２５百
万円（同２.０％減）、中間純利益３億２１百万円
（同７.５％減）となりました。 

当中間期の概況 
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単独 連結 
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　わが国経済は、企業業績の好調さに支えられ

緩やかな景気回復が続いていくと思われます。 

　このような状況により、新設住宅着工戸数の

動向は、おおむね堅調に推移すると思われますが、

原材料の高騰が影響し厳しい状況で推移して

いくと予測しております。 

　当社グループといたしましては、引き続き経営

基盤の強化に取り組み、グループの業績拡大を

図っていく所存であります。木材関連事業に

おきましては、原材料の長期にわたる継続的

安定確保を目的にインドネシアでの植林事業を

推進してまいります。また、植林材使用のための

技術力の強化に取り組み、原材料および製品

の品質安定に努めてまいります。販売においては、

収納材製品を中心に企業収益確保を重点に

おいた販売活動を推進してまいります。 

　一方、電線関連事業等につきましては、経営

基盤の強化に努めますとともに改善されている

設備投資に向け、積極的な営業活動を展開

することにより、収益の計上が維持できる企業

に改善してまいります。 

　通期の連結業績は、売上高１４７億円（前年

同期比７.６％増）、営業利益５億４７百万円（同

１６.６％減）、経常利益８億円（同１７.８％減）、当期

純利益５億１０百万円（同２０.２％減）になるもの

と予想しております。 

通期の見通し 
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10,400

注）売上高は、外部顧客に対する売上高であります。 

電線関連事業等 
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住宅着工戸数 
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天井材 
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その他製品 
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▼セグメント別の連結売上高構成 

▼新設住宅着工一戸当たりの木材関連事業の 
　売上高推移 
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（単位：百万円） 

当中間連結会計期末 
（平成１８年９月３０日現在） 

前連結会計年度 
（平成１８年３月３１日現在） 

注）　記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

連結貸借対照表 

連結財務諸表の要旨 

当中間連結会計期末 
（平成１８年９月３０日現在） 

前連結会計年度 
（平成１８年３月３１日現在） 

■資産の部 

流　動　資　産 

現 金 及 び 預 金  

受取手形及び売掛金 

た な 卸 資 産  

デリバティブ債権  

そ の 他  

貸 倒 引 当 金  

固　定　資　産 

有形固定資産 

建 物 及び 構 築 物  

機械装置及び運搬具 

工 具 器 具 備 品  

土 地  

無形固定資産 

投資その他の資産 

投 資 有 価 証 券  

長 期 貸 付 金  

差 入 保 証 金  

そ の 他  

貸 倒 引 当 金  

資産合計 

■負債の部 
流　動　負　債 
支払手形及び買掛金 
短 期 借 入 金  
未 払 金  
未 払 法 人 税 等  
未 払 消 費 税 等  
賞 与 引 当 金  
繰 延 ヘ ッ ジ 利 益  
そ の 他  
固　定　負　債 
退 職 給 付 引 当 金  
役員退職慰労引当金 
そ の 他  

負債合計 
■少数株主持分 
少数株主持分 
■資本の部 
資　　本　　金 
資 本 剰 余 金  
利 益 剰 余 金  
その他有価証券評価差額金 
為替換算調整勘定 
自　己　株　式 

資本合計 
負債、少数株主持分及び資本合計 
■純資産の部 
株　主　資　本 
資 本 金  
資 本 剰 余 金  
利 益 剰 余 金  
自 己 株 式  
評価・換算差額等 
その他有価証券評価差額金 
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益  
為 替換算調整勘定  
少数株主持分  

純資産合計 

負債・純資産合計 

８，９７６ 

１，２６５ 

３，４２３ 

３，４４８ 

６６４ 

１９２ 

△１８ 

１１，３５３ 

８，４７５ 

２，４８３ 

１，１６１ 

６４ 

４，７６５ 

　　１７４ 

２，７０３ 

９１５ 

１６９ 

１，３６９ 

２５１ 

△２ 

２０，３２９ 

９，５２９ 

１，７７６ 

３，３６７ 

３，７４６ 

３１５ 

３４４ 

△２０ 

９，９９７ 

８，２７９ 

２，３９９ 

１，０６１ 

６４ 

４，７５３ 

１３７ 

１，５８０ 

８５２ 

１５５ 

― 

５７９ 

△６ 

１９，５２７ 

３，４０７ 
１，２２８ 
７００ 
２９１ 
２４５ 
３０ 
１３０ 
６６４ 
１１６ 
４８３ 
１６１ 
６１ 
２６０ 
３，８９０ 

 
１５ 
 

２，１２１ 
１，８６５ 
１２，２０２ 
２５１ 
４５ 
△６３ 

１６，４２２ 
２０，３２９ 

 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 

― 

２，３２０ 
１，２６０ 
３００ 
２６４ 
１４１ 
５６ 
１６８ 
― 
１２９ 
５５９ 
１４０ 
６１ 
３５７ 
２，８７９ 

 
― 
 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
 

１６,２９９ 
２,１２１ 
１,８６５ 
１２,３７８ 
△６５ 
３３２ 
２１４ 
１２７ 
△９ 
１５ 

１６,６４７ 

１９,５２７ 
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（単位：百万円） （単位：百万円） 

個別財務諸表の要旨 

当中間会計期末 
（平成１８年９月３０日現在） 

前事業年度 
（平成１８年３月３１日現在） 

貸借対照表 

 
７，４８１ 
１２，０７１ 
１９，５５２ 

 
２，７３６ 
４０９ 
３，１４５ 

 
２，１２１ 
１，８６５ 
１２，２４５ 
２３６ 
△６３ 

１６，４０６ 
１９，５５２ 

 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 

 
７，４６７ 
１１，０６９ 
１８，５３７ 

 
１，４８９ 
４８９ 
１，９７８ 

 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
 

１６,２２７ 
２,１２１ 
１,８６５ 
１２,３０６ 
△６５ 
３３１ 
２０３ 
１２７ 

１６,５５８ 
１８,５３７ 

（単位：百万円） 

当中間会計期間 
平成１８年４月１日から 
平成１８年９月３０日まで 

前中間会計期間 
平成１７年４月１日から 
平成１７年９月３０日まで 

損益計算書 

当中間連結会計期間 
平成１８年４月１日から 
平成１８年９月３０日まで 

前中間連結会計期間 
平成１７年４月１日から 
平成１７年９月３０日まで 

連結損益計算書 

６，５４７ 

４，４２２ 

２，１２４ 

１，７２５ 

３９９ 

１５２ 

１５ 

５３５ 

― 

９ 

５２７ 

１９３ 

△２０ 

６ 

３４８ 

７，０７５ 

５，０４３ 

２，０３２ 

１，７１７ 

３１５ 

２２３ 

１３ 

５２５ 

１３ 

５９ 

４７９ 

１３４ 

２１ 

２ 

３２１ 

（単位：百万円） 

当中間連結会計期間 
平成１８年４月１日から 
平成１８年９月３０日まで 

前中間連結会計期間 
平成１７年４月１日から 
平成１７年９月３０日まで 

連結キャッシュ・フロー計算書 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物に係る換算差額 

現金及び現金同等物の増減（△）額 

現金及び現金同等物の期首残高 

現金及び現金同等物の中間期末残高 

５４４ 

△１７３ 

△３９７ 

１７ 

△８ 

１，２０７ 

１，１９９ 

１,０９１ 

△６８ 

△５２１ 

１２ 

５１３ 

１，２５８ 

１，７７１ 

５，６５７ 
４，０８５ 
１，５７２ 
１，３３４ 
２３７ 
１３７ 
１３ 
３６０ 
９ 
６ 

３６４ 
１７４ 
△１６ 
２０６ 
４４ 
２５０ 

５，９９９ 
４，３８６ 
１，６１２ 
１，４１９ 
１９３ 
２１５ 
１２ 
３９６ 
１２ 
５８ 
３５０ 
１０７ 
３６ 
２０６ 
― 
― 

売　　上　　高 

売 上 原 価  

売 上 総 利 益  

販売費及び一般管理費 

営　業　利　益 

営 業 外 収 益  

営 業 外 費 用  

経　常　利　益 

特 別 利 益  

特 別 損 失  

税金等調整前中間純利益 

法人税、住民税及び事業税 

法 人 税 等 調 整 額  

少 数 株 主 利 益  

中 間 純 利 益  

■資産の部 
流　動　資　産 
固　定　資　産 

資産合計 
■負債の部 
流　動　負　債 
固　定　負　債 

負債合計 
■資本の部 
資　　本　　金 
資 本 剰 余 金  
利 益 剰 余 金  
その他有価証券評価差額金 
自　己　株　式 

資本合計 
負債・資本合計 

■純資産の部 
株　主　資　本 
資 本 金  
資 本 剰 余 金  
利 益 剰 余 金  
自 己 株 式  
評価・換算差額等 
その他有価証券評価差額金 
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益  

純資産合計 
負債・純資産合計 

売　　上　　高 
売 上 原 価  
売 上 総 利 益  
販売費及び一般管理費 
営　業　利　益 
営 業 外 収 益  
営 業 外 費 用  
経　常　利　益 
特 別 利 益  
特 別 損 失  
税引前中間純利益 
法人税、住民税及び事業税 
法 人 税 等 調 整 額  
中 間 純 利 益  
前 期 繰 越 利 益  
中間未処分利益 
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アルミ製オープン階段 

より優しく、より機能的に。 
時代のニーズに応え、さらに進化し続けます。 

 NEWS RELEASE

市場の変化をいち早く察知し行動を起こす。 
製品に求められる新しいニーズにスピーディに対応すること。 
常に情報をキャッチし、新しい価値を創造し提案すること。 
私たちの社会的責務だと考えます。 

お客様により安心・快適にご利用頂くために、

部材コーナーに丸みをつけ安全性の向上を図

りました。桁部分は従来の強度を保ちながら、

今までよりも更に厚さを3ｃｍ減らしシャープさを

追求いたしました。また手摺部分は新たにワイ

ヤータイプ／バータイプ／ポイントタイプを加え、

時代のデザインニーズにも対応いたしております。 

［ルミスト］ 
アルミ製オープン階段 階段製品 



8第５４期中間事業報告書 

NANKAI PLYWOOD

年間数十回開催している展示会。 

絶えずフェイス・ツゥ・フェイスでの提案

とコミュニケーションを心がけております。

国内最大規模のフェアにも毎年出展

しており、今回出品の「ルミスト」「ノエ

ル2」共に多くの来場者の方々の高い

評価を頂きました。これからも常に時代

を見つめ、新しい製品・情報の発信に

努めてまいります。 

【2006ジャパン建材フェアに出展】 

基材をフラッシュ構造からベタ芯（芯材全面）

構造に変更いたしました。このフリーカット構造

への変更・幅と奥行サイズの追加に伴う設計の

自由性・施工の多様性・顧客満足度の向上に

よる販路拡大などが期待されています。市場の

ニーズに対し迅速かつ的確な対応をこれからも

心がけてまいります。 

［ノエル2］ 

システム 
クローゼットパーツ 

収納製品 
�������

����	

［その他変更点］●表面シート：汚れに強い特殊

硬化コート紙のシェルホワイトに●システム穴：

穴が目立たない直径５㎜から３㎜に●オプション

追加：スラックスハンガー・ギャラリーケース・シャツ

トレイ等を多彩に展開 
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商　　号：南海システム作業株式会社 

設　　立：平成１４年４月 

代 表 者：代表取締役　田井雅士 

　　　　   （当社常務取締役管理部門長） 

本　　社：香川県高松市松福町一丁目１５番１０号 

作業場所：香川県さぬき市造田乙井１７０番地１ 

　　　　   （南海プライウッド物流センター内） 

資 本 金：1,000万円 

株主構成：南海プライウッド株式会社  １００％ 

事業内容：荷造業・木材加工業・倉庫管理業 

従業員数：６０名（派遣３８名） 

　　　　   （平成１８年９月３０日現在） 

子会社のご紹介 南海システム作業株式会社 

南海システム作業株式会社は、当社物流センターにおいて各種製品のサイズ変更ならびに邸別組み合わせ
梱包を行い、お得意先のご要望に対応した製品の出荷体制に貢献しております。 

南海プライウッド 
物流センター 
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地域別 
分布状況 

九　州 
３３単元 

０．３３％（１３名） 

中　国 
６４単元 

０．６５％（２２名） 

四　国 
７，４３８単元 

７５．０２％（３０５名） 

近　畿 
３５３単元 

３．５６％（１０８名） 

中　部 
１８２単元 

１．８４％（６９名） 

関　東 
６７１単元 

６．７７％（１４４名） 

東　北 
１７単元 

０．１７％（１０名） 

北海道 
４単元 

０．０４％（３名） 

海　外 
１，１５２単元 
１１．６２％（６名） 

（１単元＝千株） 

（平成18年9月30日現在） 

株　主　名 

南 海 興 産 株 式 会 社  

財 団 法 人 南 海 育 英 会  

エスアイエス セガ インターセトル エージー 

株 式 会 社 百 十 四 銀 行  

丸 山 　 修  

ソシエテ ジェネラル エヌアールエイ エヌオー デイテイテイ 

株 式 会 社 愛 媛 銀 行  

南海プライウッド株式会社 

バンク ホフマン エイジー 

エスジー プライベート バンキング スイス エスエー 

総　数 

大株主 

所有単元数別分布状況 所有者別分布状況 

持　株　数 議決権比率 

２，９４３千株 

１，５５４　　 

５０７　　 

４６７　　 

３４４　　 

２９５　　 

２４３　　 

１８２　　 

１５６　　 

１３７　　 

３０．２４％ 

１５．９７　 

５．２１　 

４．８０　 

３．５３　 

３．０３　 

２．５０　 

０　 

１．６０　 

１．４１　 

発行可能株式総数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０，０００，０００株 

発行済株式総数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０，０９５，８００株 

株主数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７６５名（前期末比５５名減） 

１００単元以上 
７，０７８単元 

７１．３９％（１２名） 

１０単元以上 
１，４６９単元 

１４．８２％（６１名） 

１単元以上 
１，３６７単元 

１３．７９％（６０７名） 

金融機関 
８７３単元 
８．８１％（９名） 

証券会社 
１６単元 

０．１６％（５名） 

外国人等 
１，１５２単元 
１１．６２％（６名） 

個人その他 
２，７０７単元 

２７．３０％（５８６名） 

その他国内法人 
５，１６６単元 

５２．１１％（７４名） 

株式の状況 
商 号  
本 社  
 
 
 
設 立  
資 本 金  
従業員数 
事業内容 
事 業 所  

南海プライウッド株式会社 
〒760-0067　香川県高松市松福町一丁目15番10号 
電話　087（825）3615（代表） 
Eメール　np@nankaiplywood.co.jp 
http://www.nankaiplywood.co.jp 
昭和30年4月16日 
21億21百万円 
396名（連結1,419名） 
建築内装材の製造・販売 
志度工場 
〒769-2101 香川県さぬき市志度5388番地 
物流センター 
〒769-2314 香川県さぬき市造田乙井170番地1 
朝日新町倉庫 
〒760-0064 香川県高松市朝日新町28番1号 

■会社概要 （平成18年9月30日現在） 

■役　　員 

■株主メモ 

（平成18年9月30日現在） 

代表取締役社長 

代表取締役専務 

常 務 取締役  

常 務 取締役  

常 務 取締役  

取締役相談役 

取締役・執行役員 

取締役・執行役員 

丸 山 　 徹  
山 口 時 弘  
嶋 内 幸 秀  
田 井 雅 士  
植 田 幹 夫  
丸 山 　 修  
立 花 俊 憲  
小 紅 正 晴  

取締役・執行役員 

取締役・執行役員 

取締役・執行役員 

取締役・執行役員 

常 勤 監 査役  

監 査 役  

監 査 役  

監 査 役  

濱 野 　 勝  
藤 村 岳 志  
正 箱 孝 史  
丸 山 　 宏  
高 松 幸 雄  
水 野 　 正  
大 川 俊 徳  
岩 部 達 雄  

■事業年度／ 4月1日から翌年3月31日まで 
■定時株主総会／ 6月 
■基準日／3月31日（その他必要があるときは、予め公告する一定の日） 
■株主名簿管理人／ 株式会社だいこう証券ビジネス 
■同事務取扱場所／ 
　〒541-8583 大阪市中央区北浜二丁目4番6号 
　株式会社だいこう証券ビジネス  本社証券代行部 
　 株式事務各種問合せ　　　フリーコール電話番号 0120-255-100 
　 株式関係手続用紙請求先　フリーコール電話番号 0120-351-465 
　 インターネットホームページ　  http://www.daiko-sb.co.jp 
■同取次所／ 株式会社だいこう証券ビジネス 各支社 
■上場証券取引所／ 
　株式会社大阪証券取引所 市場第二部（証券コード 7887） 
■公告方法／日本経済新聞に掲載いたします。 

第５４期中間事業報告書 10



古紙配合率100％再生紙を使用しています 


